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23 公大協 第 61 号 

平成 23 年 7 月 27 日 

公立大学長 各位 

 

公立大学協会震災復興支援特別委員会 

 委員長 奥野武俊（大阪府立大学長） 

 

東日本大震災における復旧・復興のための取組み状況について（照会） 

 

 東日本大震災からの復興については、被災地、被災地以外にかかわらず各公

立大学において様々な取組みがなされていることと存じます。 

 皆様からは既に、被災直後より公立大学協会へ支援等の情報をお寄せいただ

いておりますが、この時点でこれまでの被災地への復旧・復興活動及び今後の

活動予定について現状を取りまとめ、情報発信させて頂きたいと存じます。 

 つきましては、別紙回答用紙に必要事項を記入いただき、短時間で恐縮です

が 8月 5日（金）までに協会事務局へご提出ください。 

 

 東日本大震災の被災地域の公立大学に対しては、平成 23 年 7 月 26 日付で文部科学省大

学振興課より「東日本大震災の復旧・復興に向けた活動状況について」（調査票を参考に添

付）が既に発出されておりますが、本照会に対してはその写しを提出いただくことで結構

です。 

 

 なお、これまでいただいた情報は、公立大学協会 HP（http://www.kodaikyo.org/） 

「公立大学における震災への対応について」に、またボランティアに関する情

報については、随時更新版ですが同じく HP（http://www.kodaikyo.org/110311/）

に掲載しておりますので、参考にご覧ください。 

 

 

 

 

（回答・お問い合わせ先） 

公立大学協会事務局（斉藤・中田） 

東京都港区西新橋 1-6-13 虎ノ門吉荒ビル 9Ｆ  105-0003 

TEL 03-3501－3336  FAX 03-3501－3337 

E-mail：jimu@kodaikyo.jp（代表） 
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東日本大震災における復旧・復興のための取組み状況について（回答） 

回答先：公立大学協会事務局  E-mail：jimu@kodaikyo.jp  FAX 03-3501-3337 

締切：8月5日（金） 

※東日本大震災の被災地域の公立大学は文部科学省大学振興課の「東日本大震災の復旧・復興に向けた活動状況について」の

回答のコピーを提出することでも結構です。 

 

以下にご記入ください。欄が不足する場合は適宜、コピーしてご記入ください。 

１． 大学名／ご担当者名／電話         ／           ／ 

２．実施主体（センター名）  

３．連携大学・コンソーシアムが

あれば（大学・コンソーシアム名） 
 

４．これまでの復旧・復興のため

の支援等の活動実績 

（例） 

学生ボランティアの派遣 

教員のボランティア派遣 

復興計画の策定 

＜活動実績＞ 

①・・・・・・・・・・・ 

②・・・・・・・・・・・ 

※ 活動内容については、できるだけ定量的な内容も併せてご記載ください 

例）ボランティア活動の場合：これまでの派遣人数 ○○人 

＜活動実績と自治体との連携・協力関係＞ 

① 震災前からの連携の状況・協力体制 

・○県、○○市などと・・・・・の活動について・・・・といった連携

を行っていた。 

・○○県、○○市などと・・・・・といった協力体制を構築していた。 

② 現在の連携の状況・協力体制 

・○県、○○市などと・・・・・の活動について・・・・といった連携

を行っている。 

・○○県、○○市などと・・・・・といった協力体制をとっている。 

＜その他の機関との連携・協力関係＞ 

① 震災前からの連携の状況・協力体制 

・○○協議会、○○学会などと・・・ 

 ② 現在の連携の状況・協力体制 

・○○協議会、○○学会などと・・・ 

５．今後、予定している活動内容 
＜活動内容＞ 

①・・・・・・・・・・・ 
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②・・・・・・・・・・・ 

＜活動内容と自治体との今後予定されている連携・協力関係＞ 

① 今後の連携・協力体制 

・○県、○○市などと連携し、・・・・・の活動を行う予定である。 

＜その他の機関との連携・協力関係＞ 

① 今後の連携・協力体制 

・○○協議会、○○学会などと連携し、・・・・・ 

６．活動が、自治体の復興計画に

記載されている場合（今後の予定

を含む）又は自治体との連携協定

がある、又は要望等がある場合 

（特に被災地の大学について） 

＜名称＞ 

「○○県・・・・・計画」 

＜該当部分＞ 

「・・・・・・・・・・・」（○頁○行目） 

※その他、参考となる資料があればご提供下さい。 


